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あらまし：次期学習指導要領では「思考力，判断力，表現力」の育成の重要性が示されている．一方，農

業高校では農作業実習が行われているが，各実習で行う作業は生徒自らが考え，判断しなければならない

場面が多々ある．本研究では農業実習時の思考力・判断力・表現力の向上を目的とした作問学習支援シス

テムを提案する．本システムでは，判断の難しい農作業場面を撮影した写真を利用して問題を作成し，教

員や生徒間で共有して適切な作業内容を学習できる環境を提供する． 
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1. はじめに 

教育基本法の改定により教育現場では「知識・技

能」に加え，「思考力・判断力・表現力」や「主体性

を持って多様な人々と協働して学ぶ態度」の育成も

重視することが必要となった（１）．「思考力・判断力・

表現力」を育むためには観察・実験など知識・技能

を活用する学習活動を充実させる必要があるとされ

ており（２），これらの能力を評価する方法が検討され

ている（３）． 

一方，学習者が問題を作成して学習する作問学習

は「知識・技能」だけでなく，「思考力・判断力・表

現力」などの向上に役立つと考えられる．また，農

業高校で行われている農業実習には，生徒が自ら考

え，判断しなければならない場面が多々ある．そこ

で本研究では，農業実習時の「思考力・判断力・表

現力」の育成を目的とした作問学習支援システムを

提案する． 

 

2. 関連研究 

有定ら（４）は高等学校理科教育において思考力・

判断力・表現力を育成するための効果的な授業改善

の方策の検討・実践や，思考力・判断力・表現力を

測定するための独自テストを提案した．授業実践で

は，言語活動を重視したアクティブ・ラーニングが

理科の授業において成果を上げていた．一方，思考

力・判断力・表現力を測定する問題は今後も検討が

必要であることが指摘されている． 

 

3. 作問学習を取り入れた農業実習の提案 

3.1 作問学習を取り入れた農業実習の概要 

図 1 に本研究で提案する作問学習を取り入れた農

業実習の概要を示す．実習の前に教員は作問を行う

上で必要になる問題テンプレートを作成する．この

問題テンプレートを作成することで，生徒がどの視

点で作問を行えばよいかを提示することができる．

生徒は実習中に判断の難しい場面をスマートフォン

のカメラで撮影し，作問に活用する素材を集める．

実習後の授業で撮影した画像を活用した適切な農作

業の判断を問う問題を作成し，作成した問題をクラ

ス全体で解答する． 

3.2 本研究のフィールド 

本研究は岩手県立盛岡農業高等学校植物科学科 2

年生のリンゴの農業実習をフィールドとしている．

この学科の果樹専攻班（12 名）は週に 3 時間あるリ

ンゴの農業実習の他に，4 時間多く果樹に関する実

習や授業を行っている．そのため，この 4 時間を使

って作問素材の収集や作問を行う．作成された問題

は植物科学科2年生40名（果樹専攻班12名を含む）

が解答する． 

 

 
図 1 作問学習を取り入れた農業実習の概要 

 

4. システムの提案 
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図 2 にシステム概要を示す．本システムは農作業

実習前に教員が利用する問題テンプレート登録機能，

農作業時に生徒がスマートフォンを利用して撮影し

た画像アップロード機能，事後学習に生徒がコンピ

ュータ室で利用する作問機能，解答機能の 4 つの機

能から構成されている．生徒は各自のユーザアカウ

ントでログインし，各機能を利用する． 

4.1 問題テンプレート登録機能 

教員は実習中に生徒がどのような視点で作問を行

えばよいかを示すための問題テンプレートを作成す

る．例えば，「画像は摘果前のりんごである．どのよ

うに摘果するのが最適か答えよ．」等の問題テンプレ

ートを登録し，生徒はこの問題テンプレートに使え

る画像を撮影する． 

4.2 アップロード機能 

生徒は摘果や剪定などを教科書で学んだ後に農業

実習を行うが，実習中には判断の難しい場面に多々

遭遇する．その判断の難しい場面の様子をスマート

フォンで撮影し，アップロード機能を使って本シス

テムに画像を登録する．また，実習時に見つけた木

や葉，実などの病気の様子や，害虫を撮影しアップ

ロードすることで，教科書で学んだ内容の復習に使

える作問の素材を収集することもできる． 

また，判断の難しい場面で生徒がどのように判断

して農作業したかを問題の答えとする．そのため，

実習後の様子も撮影しアップロードする． 

4.3 作問機能 

作問機能は実習後の事後学習の際に利用する．生

徒は実習時に撮影・アップロードした画像を利用し

て問題を作成する．問題文の形式には，教員が作成

した問題テンプレートを活用し，写真だけを使って

作問できる機能と生徒が実習全体で気づいたこと

（害虫，実や木や葉の病気，剪定など）を自由記述

形式や選択形式で自由に作問できる機能を提供する． 

また，答えに対する解説も作成する． 

4.4 解答機能 

4.3 節で作成した問題を解答できる機能である．

本研究では，果樹専攻班を含む植物科学科の 40 名

が PC を利用して解答する． 

5. システムの開発 

本システムは，開発言語に PHP，HTML，

JavaScript，CSS3 を用い，データベースに MySQL

を用いて WEB アプリケーションとして開発した．

また，農地での利用も想定しているため，図３のよ

うなスマートフォンの画面サイズに対応したレスポ

ンシブデザインとした． 

6. まとめ 

本稿では，農業実習時の「思考力・判断力・表現

力」の育成を目的とした作問学習支援システムを提

案した．今後は高校と連携を取りながら教育現場，

実習現場で本システムを利用し，評価する． 

 

 
 

図２ システム概要図 

 

 
 

図 3 システム画面例（アップロード，作問機能） 
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